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営繕積算システム RIBC2 の主な変更点（Ver.12.10 から Ver.13.00） 
 

【標準単価作成システム】 

1. セキュリティ機能の強化 

標準単価ファイルの新規作成を行う際、標準単価ファイルを提供または貸与する、外

郭団体や設計・積算事務所などのユーザーID を、公開情報のシステムファイルに登録

しておくと、登録済みの外郭団体や設計・積算事務所などのユーザー一覧が表示されま

す。（都道府県の場合は、管轄の市区町村一覧が表示されます。） 

一覧からユーザーを設定することで、設定したユーザーだけが、標準単価ファイルを

開くことができるように制限する機能を追加しました。 

 

＜国、政令指定都市、市区町村等＞     ＜都道府県（例：北海道）＞ 

   
 

 

※ 単価計算に使用した歩掛りファイルの公開情報にも同様の設定が登録されます。 
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【内訳書作成システム】 

2. 『公共建築工事共通費積算基準（令和６年改定）』に対応 

『公共建築工事共通費積算基準（令和６年改定）』及び『公共建築工事積算基準等資

料（令和６年改定）』にあわせて機能を追加しました。 

＜新規作成＞ 

 

 

＜プロパティ＞ 

 

 

※ 『公共建築工事共通費積算基準（令和６年改定）』と『公共建築工事共通費積算基

準（令和５年改定）』及び『公共建築工事共通費積算基準（平成２８年改定）』等

の共通費基準を選択できます。 
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3. セキュリティ機能の強化 

１） 公開情報 

設計・積算事務所から初めて提出された内訳書ファイルを受領した際に、公共機関が、

積算外注先の設計・積算事務所の「ユーザーID」等を公開情報に設定する手間を軽減す

るために、設計・積算事務所の「ユーザーID」等を公開情報に登録するか否かを選択す

ることで、内訳書ファイルを開けるユーザーを制限できる機能を追加しました。 

 

 

 

 

＜ファイル → セキュリティ → 公開情報＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） パスワード 

パスワードの入力ミスがないか確認できるように、「目のマーク」を追加しました。 
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4. 内訳書ファイルの自動回復用ファイル保存機能（バックアップ機能の強化） 

作業中の内訳書ファイルを「保存せずに間違って終了してしまった」場合や、「何年

何月何日何時何分何秒」の処理を行う直前（「開く」のみ直後）の状態まで戻りたい等、

もう一度修正するとなったら大変な後戻り作業を軽減するために、「自動回復用ファイ

ルの保存設定」と「自動回復用ファイルを開く」機能を追加しました。 

 

 

① 自動回復用ファイルの保存設定（自動回復用ファイルを保存したい処理に☑。） 

 

 

② 自動回復用ファイルを開く 
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5. スライドの出来形部分の共通費及び出来高額の算定機能 

『賃金等の変動に対する 工事請負契約書第２６条第６項（インフレスライド条項） 運用

マニュアル（暫定版）（営繕工事版）』に準じた、出来形部分の共通費及び出来高額を算定す

る機能を追加しました。（単品スライドは適用外） 

 

注１：スライド額を算出機能ではありません。（スライド額は、別途算定してください。） 

注２：既済部分の共通費及び出来高額を算定する機能ではありません。 

＜参考＞『国土交通省 官庁営繕の技術基準 ３．施設整備関連基準』より 

  

出来高額 
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6. 印刷機能の機能追加 

出来形部分と残工事部分に分けた内訳書ファイルを印刷する際に、印刷物の枚数を

削減したい場合、印刷書式設定で「出来形部分の金額一括」に ☑ をすることで、出来

形部分に相応する基準日以前の単価の行を一行にまとめて印刷する機能を追加しまし

た。 

 

 

  

   

出来形部分に相応する基準日以前の単価 

残工事部分に相応する基準日時点の単価 
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7. 見積比較ファイルの Excel 出力機能 

見積比較ファイルの印刷イメージを、Excel 形式に出力する機能を追加しました。 

併せて、「備考・補正率・決定単価」の表示／非表示や「会社名」の表示／墨塗等が

選択できる機能を追加しました。 

注：墨塗は、すべての会社名のセルを塗りつぶします。 

 

 ＜印刷／印刷プレビュー＞ 

  

  

 ＜Excel 出力イメージ＞ 

  

 


